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もし十分な時間をかけ、 

努力をおこたらなければ、 

望んでいることはすべて実現できる。 

★ 今月の”心にひびく言葉“ 

★ 教育 TOPIC   
   「平成２４年度新潟県公立高一般入試を振りかえる」 

★ NSG PLATS から 

★ ８月予定表 

ヘレン・ケラー（1880 年 6月 27 日～1968 年 6 月 1 日） の言葉 
アメリカ合衆国の教育家・社会福祉事業家。2 歳のとき、聴力・視力・言葉を失いましたが、家

庭教師のアン・サリバンの指導と本人の継続的な努力により、諦めかけていた「話す」ことがで

きるようになりました。一時だけの努力ではなく、十分な時間努力を継続していけば、自分でも

不可能と思っていたことが可能になります。大切なことは、もう疲れた、気分がのらないからと

投げ出さずに、自分の努力を続けることですね。 



 
 
 
 

 新潟県教育委員会は先日、３月に行われた新潟県公立高校一般選抜の試験結果分析である「平成２

４年度 学力検査の概況」を発表しました。 

 

５教科の総合得点の平均点は２５９．５点 

（５００点満点）で、昨年度に比べて１．０点上がり 

ました。総合得点の分布グラフは右の通りです。 

４０１点～４５０点の割合が増加する一方、 

１０１点～１５０点の割合も増加し、昨年度と 

比較して得点力の差が広がっているのが 

見て取れます。 

 

また、各教科の平均点は以下のように、昨年度 

と比較すると理科で＋１３．５点と大幅に上昇する 

一方、国語でー８．９点と大きく下がっています。また、数学は昨年度とは大きな差はありませんが、今年

も４０点台の平均点で、５教科の中で最も低くなっています。 

 

■教科別平均点推移（１００点満点換算） 
 平成２０年 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年

国語 ６０．１ ５２．７ ６７．５ ５６．８ ４７．９ 

数学 ４６．９ ４９．７ ４６．７ ４７．４ ４７．１ 

英語 ５７．６ ５７．８ ５１．９ ５１．９ ５０．１ 

社会 ５６．０ ５６．８ ５５．７ ５８．２ ５６．７ 

理科 ５８．５ ５４．５ ５４．３ ４４．２ ５７．７ 

 

数学・理科では移行措置内容がどれだけ出題されるかに注目が集まりましたが、数学の移行措置内

容は２５点分、理科は１２点分が出題されました。新潟県以外の都道府県では、数学は東京都と三重県

を除く４５道府県で、理科は全４７都道府県で移行措置内容が出題されました。また、埼玉県の数学では

４６点分が、兵庫県の理科では４４点分が移行措置内容から出題されるなど、全国的にも移行措置内容

の配点割合が高まっています。 

以下は出題県数の多かった項目です。 

■［数学］項目別出題県数ベスト５ 
 出題項目 出題県数 新潟県の出題 

１位 解の公式 ３２県／４７県 ○ 

２位 資料の散らばりと代表値 ２６県／４７県 ○ 

３位 平行移動、対象移動、回転移動 １７県／４７県 ○ 

４位 球の表面積と体積 １２県／４７県 × 

５位 標本調査 １０県／４７県 × 
 

平成２４年度も昨年（２６県/４７県）に引き続き、「解の公式」が多くの県で出題されました。内容は図形や関数とからむことにより 

問題の難易度が増しています。また、平成２４年度は数多くの県（２６県）で新出内容の「資料の散らばりと代表値」が出題されました。 

問題自体は解くのにあまり時間を必要としないものがほとんどですが、「中央値」「最頻値」などの言葉の意味を理解していないと解く 

ことができないという特徴があります。 

 

 

 

■［理科］項目別出題県数ベスト５ 
 出題項目 出題県数 新潟県の出題 

１位 水溶液とイオン ２６県／４７県 ○ 

２位 力のつり合い １９県／４７県 × 

３位 種子をつくらない植物のなかま １７県／４７県 × 

４位 水圧、浮力 １５県／４７県 × 

５位 

電力量、熱量 １４県／４７県 × 

日本の天気の特徴 １４県／４７県 × 

月の運動と見え方 １４県／４７県 × 

 
昨年度の同様に「水溶液とイオン」が半数以上の都道府県で出題されています。それに加えて、平成２４年度は「水圧、浮力」、 

「種子をつくらない植物」など１・２年の移行措置内容も多くの都道府県で出題され、出題内容が多様化しています。 

 

ご存知のように今年度から中学校で「新学習指導要領」が完全実施され、これまでの“移行措置”と 

いうものはなくなっています。今までは「入試で移行措置内容はどれくらい出題されるか？」に注目が 

集まっていましたが、これからは学習したすべての内容が出題されて当然という状態になります。 

特に上記の出題県数が多い項目は必ず理解しておく必要がありますね。 

 
 

 

 

 ◆中３生 新潟県統一模試は８月２６日（日）です。 

  中３生対象の志望校判定模試 新潟県統一模試（第２回）が 

  ８月２６日（日）に実施となります。右の外部会場にての受験 

  なります。入試本番の雰囲気を体験できるいい機会ですので、 

  前向きに受験してください。 

  ※会場地図等の詳細は教室内にて別途配布いたします。 

 

◆中２生 新潟県統一模試は８月２６日（日）です。 

  中２生を対象とした「新潟県統一模試」が８月２６日（日）にＰＬＡＴＳ各教室にて実施となります。 

  中２生にとってははじめての「統一模試」です。公立高校は３校、私立高校は２校の志望校判定も出 

ますので、志望校合格までの道のりを正確に把握できることも特徴のひとつです。 

  実施時間帯及び試験範囲は夏期案内に同封しておりますので、ご確認ください。 

  ※随時、教室内でも配布いたします。 

 

◆中１生～小４生 夏期実力テストは８月２６日（日）です 。 

  中１～小４生を対象とした「夏期実力テスト」が８月２６日（日）にＰＬＡＴＳ各教室にて実施となります。 

  実施時間帯及び試験範囲は夏期案内に同封しておりますので、ご確認ください。 

  ※随時、教室内でも配布いたします。 

 

⇒⇒⇒⇒⇒「今月のヘーチキ」◎三毛猫はほとんどがメスらしい。（三毛猫のオスは３万分の１の確率でしか生まれない。） ◎世界で一番新しい国は２０１１年に独立した南スーダン共和国である。⇒⇒⇒⇒  

① ⇒⇒⇒「今月のヘーチキ」◎イソップ物語の「アリとキリギリス」は、もともとは「アリとセミ」だった。（ヨーロッパではあまりセミがいない地域があるため。） ◎イルカはもともと陸上生物だったため、おぼれることがあるらしい。⇒⇒⇒ 

【第２回受験会場】 ※上履き必要 
ＰＬＡＴＳ通塾教室 模試外部会場 

けやき通り教室 北越高校 

小針教室 日本文理高校 

白山教室 新潟第一高校 

新潟駅前教室 北越高校 

ＮＳＧ ＰＬＡＴＳはただ今、 

クールビズ対応中

■５教科総合得点 得点分布 

 ４０１点～４５０点 
の割合が増加。 

 １０１点～１５０点 
の割合が増加。 


